
 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍ補正なしで，Ｅｒｒｏｒから補正を行う手法評価 

 

 

 

  

 

 

 

 

    ２０１９年０９月０６日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアは、ｒａｎｄｏｍ補正Ｅｒｒｏｒの再ｄｅｆｏｃｕｓ補正や 

   ｒａｎｄｏｍ補正なしのＥｒｒｏｒから再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う機能があります。 

   この機能の評価を行ってみます。 

   評価に使うデータとして、「集合組織の制御とその形成機構」で使用した５１８２－Ｈ１８材を用いる 

   ＯＤＦ最大方位密度が１０程度であり、平均的な極点図と考えられる。 

   再計算極点図は、 

 

 

 

評価方法 

１．完全極点図のＯＤＦ解析 

２．不完全極点図のＯＤＦ解析 

３．逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った不完全極点図のＯＤＦ解析 

４．上記、３．の再ｄｅｆｃｏｕｓ補正（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ）を行った不完全極点図のＯＤＦ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 



２．不完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 



３．逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行った不完全極点図のＯＤＦ解析 

 

 

上段：不完全極点図 下段：逆ｄｅｆｏｃｕｓ補正極点図 

 

 

 



 

 

  

 Ｒｐ％プロファイルが極点図の外側で±１．５％をはみ出したｄｅｆｏｃｕｓＥｒｒｏｒを確認 

 

 



４．上記、３．の再ｄｅｆｃｏｕｓ補正（ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦ）を行った不完全極点図のＯＤＦ評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 Ｒｐ％が±１．５％に収まります。 

 



評価 

  

 ＯＤＦ―結晶方位密度比較 

  

 ＮＤ逆極点３６Ｂｏｘ比較 

  

 極点図４面を使うと完全極点図と不完全極点図の結果は一致する。 

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦの再ｄｅｆｃｏｕｓも機能しています。  

 ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦはｒａｎｄｏｍ補正を行ったデータやｒａｎｄｏｍ補正を行わないデータの 

ＯＤＦ解析後のＥｒｒｏｒ評価で再ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行うことが可能  


